
特別展 1994年開 3日丞l-9月 18日|□

渋谷区立松濤美術館
開館時間=午 前9時一午後5時 (入館は4時30分まで)

体 館 日=8月 8日帽)、14日個)、15日帽)、22日帽)、29日倒)

9月5日帽)、11日(D、12日伺)、16日0

入 館 料=一 般200(160)円、小中学生100(80)円
()内は20名以上の団体料金

フランスの肖像



ひとの姿を写し取り、その姿をとどめ

たい、残したいという欲求は、いつの頃

から人間に備わっていたのでしょうか。

人の肉体が時とともに変わり、いつか消

滅しても、それを写し取った像は残りま

す。つくられた像は、ひとの姿をとどめる

ことでモニュメントになり、表し方によって

なんらかのシンボルとなることもできます。

肖像はひとの心の欲求から生まれ、社会

のなかで機能してきました。だから今も

残されている、歴史上の権力者や特権

者たちの肖像から、わたしたちは様々な

ものを読み取り得るのです。

肖像は、彫像や絵画で表されてきまし

たが、19世紀に写真が発明され、やが

て広まるようになると、新参の写真がそ

の役割を徐々にになうようになりました。

写真がさらに身近なものになると、限ら

れた人だけが肖像のモデルだったこれま

での時代が終わり、誰もが自分の姿を

複数の像として残せるようになりました。

その時、肖像画や肖像彫刻は、今まで

の役割から放たれ、大きく変化すること

になります。それは絵画と彫刻が
「写す」

ことから自由になり、画家や彫刻家のイ

メージにしたがって様々なスタイルを生

み出していく、美術の変革そのものと重

なり合う、転換期だったのです。

本展は19世紀後半の変革期以降のフ

ランスに的をしぼって、肖像画・肖像彫

刻の多様なる展開を紹介するものです。

濠1的な美術変革の主要な舞台となっ

たフランスから、とくに選んだ油彩画、版

画、彫刻、インスタレーションによって、

より自由に、多彩になっていく肖像表現

の冒険を楽しんでいただきます。日本初

公開の仏現代美術最新の動向を含む

約110点を展覧いたします。

表:
バルテュス 「Fiい衣装を着たイレール人人の肖像J1935`「
(ゲオルク・ウェヒターロオ団)

ビカソ 「フェルナンドの肖像J1907年
(シュティフトング・ルートヴィンク近代美術f館)

講演会 :

8ナ」71111)イ|イ麦2日寺から
「肖像画とその解体J

講師 :中山公りj(美術評論家)

映画会 :

8'j2011(上)′「後2日寺から
「rt界・美の旅 ルノワール/モネJ

9'」1011(土)′「後2H寺から
「世界・美の旅 ビカソ/セザンヌ」

美術相談 :

8'」1311にJ午 後2時-4時

講師 :γflH翁輔(洋画家)

佐藤善勇(洋画家)

9′J311←D午 後2H寺-4時

講師 :ギ1田斉(絵本研究家)

松It靖(水彩Ⅲl家)

マン・レイ 「自 IIi像191670年
(マリオン・メイヤー画廊)

フランスの肖像

アングル 「オルレアン公の肖像J1843年
(イアサント・リゴー美術館)

ルノワール 「自口i像J1910年
(l Al人蔵、バリ)

:≦卜」雫ト

東京都渋谷区松濤2 14 14 te1/0334659421

渋谷駅下車徒歩15分/ネ中泉駅 下車徒歩5分


